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一一月四日、九団体の新宿西口街頭宣伝には二三名が参加、チラシを配布、署名を集めました。


・九団体代表が心を込め訴え


民青同盟の中川常任委員の司会で各代表がマイクを握り次のように訴えました。「最大の問題は基地無くせ、雇用守れの声が国会に届かなくなること」（全労連小田川事務局長）「今必要なことは一八歳選挙権など学生、国民の声が届く選挙制度」（全学連福田書記長）「削減は政治だけでなく日々の暮らし、社会保障、教育等に深くかかわる大問題」（自由法曹団鷲見常幹）「国民のために仕事をしない議員が増えているのは小選挙区制がゆえ」（民青同盟田中委員長）「削減されれば民主と自民が議席を独占、消費税率がすぐあがる」（新婦人玉田副会長）「暮らしを暖める政治実現のため小選挙区制廃止を」（農民連上山運動副部長）「削減は


























財界が言い出したもの。庶民増税と大企業減税がねらいだ」（全商連西村副会長）「公務員を減らせ、議員減らせの合唱のなかで区立保育園の民間委託などが進行している」（民医連吉田副会長）。


・憲法会議石山代表幹事発言要旨


議員のなかには税金で海外旅行をするなど、こんな議員はいらないと皆さんが思う議員もたくさんいる。国民の願いに応え、暮らしを守るためにがんばっている議員もいる。例えば先日、共産党議員が保険料を払えなくて保険証を取り上げられ、医者にかかれず困っている人達の問題を取り上げ、改善させた。こういう議員は比例でようやく当選している。その比例を削ったらこういう議員は国会から締め出される。こんな議員はいらないと思われる議員は決して削られない。そうなれば国民の願いは政治にとどかなくなる。その先にあるのは戦争する国、人権も民主主義もないがしろにする国だ。
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